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序

慶應四年（西暦1868)、正月二十三日、主よ中、

重い、くらい灰色のもやが、ふかい雪にとざされた高山（タカヤマ）の町をすっかり蔽いつつんでいた。

（中略）もう郡代役所、すなわち高山陣屋の前の広場である。いかにも大名屋敷らしい、頑丈づくりの高い

大きな表門が、雪をかぶった太い老松のかげに、いかめしく、がっちりと立っていた。そして黒い高い板塀

がその両がわに長々とひろがっていた｡金輪際ゆらぐことのない絶大な封建的権力を人民どもに誇示するよ

うに。

飛騨における明治維新期の様子を著した、江馬修の『山の民』の出だしの一節です。

江戸時代天領として治められていた飛騨が、明治維新を向かえた時の状況が、ちょうど、

この高山陣屋を中心舞台の一つとして描かれています。

高山陣屋は江戸時代の陣屋の様子を伝える全国唯一ともいえる遺構と言われます。第

一次・第二次の整備事業の結果、高山陣屋の御役所及び御蔵の姿が鮮やかlこよゑがえり

主した。今回、史跡高山陣屋跡第三次復旧整備事業を実施するにあたり、郡代役宅跡地

の発掘調査を行うことになりました。

調査は平成３年４月１日をもって設立されたばかりの財団法人岐阜県文化財保護セン

ターが行いました。今回の発掘調査により、ほんの－部かもしれませんが、厚いベール

に閉ざされていた郡代役宅の様子が浮かび上がって来ました。用水池跡の堅固な石垣に

当時の屋敷の壮大さが偲ばれ、長く火熱を受けた薑跡に生活の匂いが感じられます。ま

た、陶磁器類や金属製品とともに、士製の人形やミニチュア品等の玩具類など、様々な

出士遺物によって当時の生活の様子が想像されます。

この報告書の作成・刊行にあたって、ご指導。ご協力を頂きました関係諸機関および

各位に深く感謝を申し上げます。

平成４年３月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長岩崎忠夫



例 にＩ

１．本書は、史跡高山陣屋跡第三次復旧整備事業を実施するにあたり、郡代役宅の復元方法を

検討する資料を得るために行った発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、岐阜県と委託契約を結んだ財団法人岐阜県文化財保護センターが実施した。

３．「史跡高山陣屋跡｣は、岐阜県高山市八軒町１丁目に所在する。本遺跡の発掘調査は、平成

３年４月１日から平成４年３月31日まで実施した。

４．調査にあたっての組織は次の通りである。

理事長秋本敏文（平成３年４月１日～平成３年１０月１５日）

岩崎忠夫（平成３年10月16日～平成４年３月31日）

副理事長篠田幸雄

調査指導岐阜県教育委員会

指導調査員大参義一（岐阜県文化財保護審議会委員、愛知学院大学教授）

調査課長西村覚良

調査係長只腰正知

調査担当者上嶋善治

補助調査員藤本真裕美

事務局長岩砂仁

事務局小林哲夫

５．遺物の整理・報告書作成にあたっては、上記の調査担当者のほか下記のセンター職員に協

力を得た。

宇野治幸・武藤貞昭・川部誠・各務光洋・佐野康雄・鈴木昇

６．報告書の執筆は、岐阜県教委文化課課長補佐町川克己氏の指導のもと上嶋善治が担当した。

７．本発掘調査にあたって、高山陣屋管理事務所・高山市・飛騨県事務所・飛騨教育事務所に

は、多大な協力を得た。また、下記の地元の研究者、県内外の研究者諸氏には、調査及び報

告書執筆にあたって、ご指導・ご教示を得た。記して感謝の意を表する次第である。

波多野寿勝・町川克己（岐阜県教育委員会）

田中彰（高山市教育委員会)、石原哲弥（高山考古学研究会）

吉朝則富（高山考古学研究会)、林順一（士岐市教育委員会）

成瀬晃司（東京大学)、藤沢良祐（瀬戸市教育委員会）（順不同）

８．遺構記号は次の通りである。

ＳＰ用水池跡ＳＦ竈跡ＳＺ地下式石室跡ＳＤ溝跡

ＳＥ井戸跡ＳＢ建物跡ＳＸ性格不明の石組承

９．土居図・断面図等の基準線は、高山陣屋御役所のＧＬ（576.361ｍ）である。

10．発掘調査作業及び整理作業には、下記の方々の参加・協力を得た。（順不同）

江原勝郎・江原かずゑ・川浦泉・谷畠喜代三・橋爪繁信・倉本正幸

瀧村美緒・岡田一雄・田邊直子・梶田幸子・田上ぎぬ・坂口邦三

岩本裕一・上野茂・中曽裕子・土井雅子・古田洋子・荒木三恵子

小林香・洞田トシ子
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表1高山陣屋関係年表
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第1章遺跡の立地と歴史的環境１

第１章遺跡の立地と歴史的環境

第１節遺跡の立地

江戸幕府直轄地（いわゆる天領）の役所跡である高山陣屋跡は、高山盆地の中央部を流れる

宮川の左岸に位置する。高山盆地は海抜560～600ｍの平坦地で、南方には位山の山脈によって

形成された太平洋側と日本海側の分水嶺を控えている。遺跡は宮川によって形成された沖積層

に立地している。

高山盆地は飛騨地方の中央にあり、古来より交通の要所であると同時に、政治．経済活動の

中心地的役割を果たして来た舞台でもあった。現在は高山市の市街地が広がっている。高山陣

屋跡はその市街地の中に位置し、宮川をはさんで、かって高山城があった城山に相対時してい

る。

第１図遺跡の位置



２第２節高山陣屋の歴史

第２節高山陣屋の歴史

高山陣屋の歴史を、今回の発掘調査の対象となった郡代役宅を中心にまとめると次のように

なる。なお、以下は、文献（岐阜県教委1976）の「史跡高山陣屋跡の概要」を抜粋し、一部加

筆したものである。

飛騨は、天正14(1586)年、豊臣秀吉の命を受けた金森長近によって平定され、以後６代１０７

年間、金森氏が支配することとなった。

第６代金森頼告は、将軍徳川綱吉の不興を買い、元禄５（1692）年、出羽上ノ山に転封とな

り、飛騨国は江戸幕府の直轄地となった。

幕府は初代代官として関東郡代伊奈半十郎忠篇に兼務を命じた。伊奈郡代は、元禄５年９月

に高山に着任し、金森兵庫等１日金森藩家臣４家の屋敷を徴して会所とし、政務を執行し、１２月

に江戸に帰った。その後飛騨の幕領化が進められた。高山城は廃藩後、加賀藩主前田綱紀に在

番が命じられていたが、元禄８（1695）年には、取り壊しとなった。高山城の破却とともに、

旧金森藩侍屋敷も破却されてしまい、会所を改めて陣屋を置くこととし、元禄８年４月から旧

金森家下屋敷をこれに当てることとした。

この金森家下屋敷については、その創建・規模ともに詳らかではない。金森氏時代末期に描

かれたと推定される「高山町城下図」には、「御下屋鋪」と記入されている一画が２カ所あり、

一つは現在の本町通りと八軒町の角、もう一つは朝日町の付近にあたる。後者には、金森藩の

定紋五曜の周囲を五角形に囲い、「金森伝八殿｣と添え書きがあり、金森一族の下屋敷であった

と思われる。前者は、現在の陣屋跡に当たり、定紋に囲いはなく、「出雲守殿｣の添え書きがあ

る。また「向屋敷」について、「飛騨国中案内」には、その場所を中橋の西とし、重頼の娘達の

住まいであったと述べていることからふても、この「出雲守殿御下屋鋪」を向屋敷として差し

支えないであろう。これらのことから、絵図に添え書きの「出雲守」は６代頼告をあらわすと

しても、屋敷そのものは３代重頼の時に既に建てられていたということが推定できる。

なお、後述するように、享保1０（1725）年に高山陣屋敷地の一部が払い下げ処分されている

が、処分前の敷地は8345坪3合（約２万8000m，）あったこととなり、少なくとも陣屋として接収

した当時の「出雲守殿下屋鋪」はこの程度かもしくはそれ以上であったと思われる。

この広大な敷地内での建物が、どのような形態・規模で配置されていたかはよく分からない

が、元禄８年４月に高山陣屋とされた時には、既存の建物を何ら改造することなく、そのまま

利用したようである。わずかに城内三の九にあった米蔵二棟16戸前をこの敷地内に移築して郷

蔵とし、とりあえず飛騨代官役所としての形を整えたのであるが、この郷蔵は伊奈忠篤が執っ
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た政策の一つ「市売米」の制度に欠くべからざる施設であったからであろう。しかし一方では、

高山陣屋での行政は正徳５（1712）年４代代官森山実道が専任となるまで、引き続いて関東郡

代伊奈氏が兼務しており、また元文４（1739）年７代代官長谷川忠崇が任地在勤を行うまで本

陣は江戸に置かれ、年一回秋季に年貢検収に来陣する程度であったから、ほとんど役所として

の機能をもった建物に改める必要もなかったのであろう。

６代代官長谷川忠国は老朽化した下屋敷建物を建て替え、陣屋としての規模を改めて行政の

便を計ることを意図した。

享保10(1725)年９月、在来屋敷の古材を利用し、規模を必要限度にまとめて建て替えを行っ

たのであるが、この時に初めて代官役所として最も重要な「御役所」と「御役宅廻り」とを区

分し、形態を整えたものと思われる。当時の建物配置などについては、現在のところ不明であ

る。この改修によって敷地規模は1300坪余りとなり、下屋敷時代よりは約４割に縮小され、不

要の分は町方に売却されている。

このように整備された陣屋も享保1４（1717）年に加茂郡下川辺村の出張陣屋が設けられて管

轄する区域が広くなり、さらに７代代官長谷川忠崇が元文４（1739）年から任地在勤を始める

と、陣屋としての施設に不足が生じたとふえ、享保10年に売却した士地を借地して、手付・手

代の役宅や長屋を新築している。

ついで､明和４（1767)年には越前国の幕領２万6000石も飛騨代官の所轄となり、安永６（1777）

年には12代代官大原紹正が郡代に昇進し、ここに飛騨は関東・西国筋・美濃と並んで江戸幕府

直轄地の中でも有数の地位を占めることになった。

大原紹正とその子２代郡代大原正純の治世は、明和・安永・天明年間にわたるいわゆる「大

原騒動」が起こり、激動の時代であった。そしてこの頃、天明２（1782）年に陣屋御用場から

出火したが、大事には至らなかったようである。

大原正純が陣屋敷地を拡張して郡代陣屋としての整備をもくろんで果たさなかった建物の改

修は、６代郡代芝正盛によって文化1３（1816）年に着手された。しかし、御役所・御用場など

表向きの部分が完成した段階で、当初見積額の約１０倍に当たる384両余りを要したことから、

郡代役宅の座敷・勝手廻りの建て替えを延期せざるを得なかった。

８代郡代大井永昌は文政1３（1830）年から天保３（1832）年にかけて、郡代役宅をはじめ手

付役宅・手代役宅・用人長屋・御蔵番長屋・御物見などを建て替え、さらに御役所玄関の屋根

葺き替えを行うなど陣屋の改修に力を注いだ。

文化・文政及び天保指図を比較検討すると、郡代役宅については、文化13年の主屋改修時に

費用が賄えず、やむを得ず主屋と切り離して別棟とし、渡り廊下で連絡するようにしただけで

あったものを、文政13年にすっかり建て直し、規模・平面とも郡代陣屋の奥向建物として整備

したのである。この郡代役宅は、後に明治1４（1881）年と大正元（1912）年の二度にわたって
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取り壊され、また、「御蔵番長屋」・「御物見」などは、同じく明治1６（1883）年に解体撤去され

てしまった。

慶応４（1868）年正月、維新政府の軍が美濃に進駐し、飛騨鎮撫使竹沢寛三郎の高山入国が

伝えられると、１４代郡代新見正功は、手代に後事を託してひそかに江戸へ逃げた。

翌２月４日、竹沢寛三郎のひきいる東征軍先鋒は高山に入り、「天朝御用所｣の立て札が高山

郡代陣屋表門に立てられ、飛騨における徳川幕府の統治は終わった。

しかし高山陣屋は引き続いて鎮撫使の役所として用いられ、慶応４年５月に県政が施行され

ると飛騨一国は「飛騨県」となり、翌６月には高山県と改称され、初代知事に梅村速水が登用

され、県庁は高山旧陣屋に置かれた。

その後、明治４（1871）年高山県は廃されて筑摩県の管轄となり、陣屋は筑摩県高山出張所

の庁舎として使用され、明治９（1876）年再び県制が変わって、岐阜県の管轄となり、陣屋は

引き続いて岐阜県飛騨支庁舎に利用された。明治1２（1879）年には郡制の施行に伴って大野・

吉城・益田三郡を統くる郡役所庁舎となり、後に明治3０（1897）年になって「大野郡役所」と

名称が変わっている。

この間に、明治14年には高山区裁判所が新築されることとなり、その敷地に当てるため陣屋

の北側部分が撤去され､明治16年には郷蔵の東側１棟４戸前が民間に払い下げられるとともに、

高山警察署の新築のために蔵番長屋も撤去されてしまった。次いで大正元年、陣屋西方にあっ

た旧郡代役宅が撤去されて、その跡に郡会議室が建てられた。大正1３（1925）年には陣屋奥庭

の西方にあった「馬屋」・「士蔵」・「仲間部屋」及び天保1２（1841）年に移築されていた「霊符

神祠」などが撤去されて岐阜監獄高山支所（後に岐阜刑務所高山拘置支所）が新設されている。

大正1５（1926）年の郡制廃止に伴って高山陣屋跡は岐阜県飛騨支庁となり、さらに昭和４

（1929）年史跡に指定されたのち、昭和1７（1942）年１１月には高山地方事務所に改められた。

また昭和3１（1956）年には飛騨県事務所となった。昭和4４（1969）年県事務所は上岡本町に新

築された飛騨総合庁舎に移り、陣屋は史跡として保存が計られることとなった。

岐阜県教育委員会は民有化されていた「郷蔵」とその敷地を買収し、表門前の広場をもふく

めて史跡全体の整備計画を立て、昭和4５（1970）年９月より第一次整備事業に着手した。この

復旧工事は昭和4８（1973）年３月に完成した。

その後、旧高山陣屋敷地内の東北側を占めていた岐阜地方裁判所高山支部及び南東側にあっ

た岐阜地方検察庁高山支庁が移転したことを機に、史跡の追加指定を受け、昭和5４（1979）年

度より第二次復旧整備事業が進められ、昭和5８（1983）年に終了した。

平成元年高山拘置支所の移転に伴い、史跡の追加指定を受け、第三次復旧整備事業を行うこ

とになり、今回の発掘調査を実施するに至った。
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表ｌ高山陣屋跡関係略年表

文献（岐阜県教委1974）の「史跡高山陣屋跡年表」をもとに作成

年号 事項

天正１４

元禄５

８

正徳５

享保1０

元文４

明和３

安永元

６

天明５

文化１３

文政1３

天保３

明治元

２

４

９

１２

１４

１６

３０

大正元

1３

１５

昭和４

1７

３１

４４

４５

4９

５８

平成元

２

６
２

５
８
６

９

５
６

６
１
１

１

５
５
９
６
２

１
２
３
６
７

７
７
７
７
７

１
１
１
１
１

７７７１

５８７１

６
０

２
８

９
１
６
９
１
３
７
２
４
６
９
２

１
３

３
６

６
７
７
７
８
８
９
１
２
２
２
４

８
８

８
８

８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９

１
１

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６５９１

９
０

４
３

６
７

７
８

９
９

９
９

１
１

１
１

９８９１

０９９１

豊臣秀吉、金森長近を飛騨に封ず

金森頼告、出羽上ノ山に移封。飛騨金森領天領となる

初代代官伊奈忠篇（関東郡代)、代官所を金森兵庫邸に置く

金森下屋敷を代官所とし、高山陣屋と称す

この年より高山代官専任となる

陣屋建て替え、古材利用とし規模を縮小す

この年より代官任地在勤を始める

明和騒動起こる

安永騒動起こる

飛騨に郡代を置く

天明騒動起こる

陣屋御役所改修

郡代役宅、用人長屋建て替え

陣屋御座敷建て替え

陣屋御門建て替え

御蔵番長屋、御物見建て替え

飛騨鎮撫使付竹沢寛三郎高山陣屋に入り、天朝御用の高札を立つ

梅村速水高山県知事となり陣屋を庁舎とする

梅村騒動起こり、陣屋建物の一部穀損する

陣屋を筑摩県飛騨出張所庁舎とする

陣屋を岐阜県飛騨支庁舎とする

陣屋を大野・吉城・益田三郡役所庁舎とする

高山区裁判所新築により 、 陣屋北部の建物撤去きる

高山警察署新築により御蔵長屋を撤去する

陣屋を大野郡役所庁舎とする

陣屋役宅跡に郡会議室を建つ

陣屋奥庭西方に岐阜監獄高山支所を建設

陣屋を岐阜県飛騨支庁舎とする

史跡名勝天然記念物保存法により史跡指定

支庁を廃して飛騨地方事務所とする

地方事務所を廃して飛騨県事務所とする

飛騨県事務所庁舎新築により移転

御蔵敷地建物を県有とする

10月より陣屋跡修理及び環境整備事業始まる

３月陣屋跡修理及び環境整備事業完了

第二次復旧整備事業終了

高山拘置支所移転

前年から２か年をかけて（高山拘置支所移転跡地を県有とする
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第２章発掘調査の経過

第１節調査の方法

グリッドの設定は５ｍ×５ｍとし、北から南へＡ・Ｂ．Ｃ…とし、西から東へ１．２．３…

とした。現在建っている高山陣屋の西北隅（害役部屋北西）を基準にＡ列は北へ１１，，１列は

西へ65ｍの所である。発掘調査の範囲は文政13年の図面を参考にして、郡代役宅があったと思

われる範囲であり、その他に、遺構等の確認のため適宜トレンチを入れることにした。

ちょうど郡代役宅があったと思われる地点は、かって高山拘置支所の主要建物があった所で

ある。移転後のコンクリート塀抜き取り穴の壁面を利用して士層を確認して発掘を始めた。

今回の発掘調査の目的は､史跡高山陣屋跡の第三次復旧整備事業に向けてのものであるので、

江戸時代の遺構はできるだけ現状のままにし、その下の発掘は最小限度にとどめた。

Ｎ

②
１２３４５６７８９１０

Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

□

に＝に＝Ｈ

ＩＩ

』

｡●

0１０２０ｍ
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第３図発掘調査グリッド設定図（文献く岐阜県教委1976〉を利用して作成）
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第２節発掘調査の経過

平成３年４月１日に財団法人岐阜県文化財保護センターが設立され、発掘調査の準備にか

かった。４月19日に調査始め式を行ったが、現地での調査の経過は次の通りである。

第１週(4.16～4.19）用具の搬入･整理とともに、現在の建築物から、文政13年の図面を参

考にして郡代役宅の外郭線を引いて、発掘区の目安をつける。４月19日に調査始め式を行った。

第２週(4.22～4.26）高山拘置支所のコンクリート塀抜き取り跡をトレンチと見立てて士

層の観察をしてから、表士剥ぎにはいる。Ｅ列で幅約１ｍの石列（円礫）が２本東西方向に並

んでいるのを確認した。小礫混じりの士であるため掘り進めるのに苦労した。

第３週(4.30～5.2）Ｄ列では拘置支所取り壊しの際のコンクリート塊が多く見られ、広範

囲にわたって攪乱されていることが明らかになった。Ｄ８区は雨天の翌日、他地区は水はけが

いいのに対してここだけ湿った状態になったままで、遺構の可能性が予想された。

第４週(5.7～5.10）中央部６列にトレンチを入れた。石列（円礫）は布掘りして築いた拘

置支所の基礎土台部と判明した。Ｅ６からＦ６にかけて緑色片岩の巨石（径1ｍ以上）が２つ

見つかった。かって庭石などに利用していたものと思われるが遺構に伴うものではないようで

ある。Ｆ８の攪乱層から長さ約30cmの切り石が見つかる。「高山土工？」の文字が刻まれていた

（第28図)。Ｅ８区で東西に並ぶ石列を発見。用水池跡の一部であった。

第５週(5.13～5.17）Ｅ６区で石列が方形に並んでいるのが確認された｡後で判明する地下

式石室跡であった。中央部から西部にかげて、重機で慎重に掘り下げた。発掘区以外で遺構等

の確認のためトレンチを３カ所（Ｃ２区、Ｃ３区、Ｈ１～Ｉｌ区）掘った。

第６週(5.20～524）４列から７列の遺構検出を進めた｡Ｃ４区で弧状に並ぶ切り石と焼土

を検出。竈跡（ＳＦＯl）であった。Ｄ４区で井戸跡（ＳＦＯｌ）検出。Ｄ５区で方形に石を組

み中央に木製の箱状のものを据えた遺構を検出したが、布掘りの石列を切った状態であり時代

は新しいものと判断した。Ｅ７区とＥ６区で焼士を検出。竈跡（ＳＦＯ２，ＳＦＯ３）であった。

Ｆ６区で南北に並ぶ石列を検出。北端で西に折れてつづく溝跡の一部であった。Ｃ２．Ｃ３・

Ｈ１～１１の各トレンチでは攪乱が激しいことを確認した。

第７週(5.27～5.31）ＳＰＯ１の周囲を確認した。Ｆ４～Ｆ５区にかげて井戸跡検出の作業

に入った。ＳＦＯＬＳＦＯ２・ＳＥＯｌを掘り進んだ。Ｄ７区でトレンチを入れたが、後世の大

きなゴミ穴があった。拘置支所の建物の内側は基礎工事のため攪乱されており、建物の外側は

ゴミ穴等でやはり攪乱されている。

第８週(6.3～６７）Ｃ７区とＤ５区で石列確認。溝跡と推定される。ＳＰＯ１を掘削。土人

形（武人像）・士製品（模造貨幣）出土。Ｅ８区で石囲い（ＳＸＯ１）を検出。性格はよく分か



第２章発掘調査の経過９

らない。

第９週(610～614）ＳＦＯ１の周辺で三和士と思われるかたい黄色士の広がりを検出した。

Ｅ９区で溝跡と思われる地点があったが、掘り込みが浅く詳細はよく分からなかった。

第10週(6.17～6.21）ＳＦＯ２は二口の竈であったことが判明した。ＳＺＯｌを掘削。廃絶の

際の石が多く詰め込まれていた。

第11週(6.24～6.28）天候不順の日が多く作業があまり進まなかったが、６月26日に空中写

真を撮影した。その後、各遺構の実測作業を始めた。

第１２週(7.1～7.5）各遺構の実測図作成および写真撮影を続ける。

第13週(7.8～7.17）各遺構の実測図作成および写真撮影を終了し、７月13日に、調査納め

式と現地説明会を開いた。その後２日間、用水池跡周辺の精査を行い、現地での調査を終え、

整理作業に入った。



1０第１節基本的層序

構第３章 道

第１節基本的層序

第１層は攪乱層で、拘置支所取り壊しの時の整地作業などによるものである。第２層は小礫

混じりの黒褐色砂質士で、整地層と考えられる。第３層は茶褐色砂質士で、この層を掘り込ん

で江戸時代の遺構がある。第４層の灰白色砂質士層以下、宮川による堆積が繰り返されている

ようである。（第４図）

また、高山陣屋跡の沿革と発掘調査時の所見により、次のような点が明らかになった。

、岐阜監獄高山支所新築にあたって、郡会議室を取り壊したうえで整地作業が行われてい

る。

、幅，ｍ、深さ50cmの大きさで布掘りし、人頭大の栗石を入れて付き固め根石とし、建物

の士台基礎部の工事を行っている。これは木造建築物ではあったが、施設の性格上、非

常に強固に構築する必要があったことによるものであったことがわかる。

１

５赤褐色砂質土

６淡褐色砂質土

７暗褐色砂質土

８淡褐色砂質土

９黄色砂礫土層

１表土（撹乱層）

２黒褐色砂質土（整地層）

３茶褐色砂質土

４灰白色砂質土

７

０１ｍ
ヒー正一

第４図基本的層序
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第５図６列土層図

Ｌ－－－－￣￣■■￣￣ ２－’

２

３

－－－－￣～
４

５

￣￣￣

６

８



第３章遺構１１

こうしたことにより、郡代役宅の建物遺構はほぼ完全に破壊されてしまっていたが、江戸時

代の生活面下に掘り込まれた遺構をいくつか検出することができた。

Ｈ１～’１トレンチ（第６図）

発掘調査地点の南西部に位置する。後世の建築物の基礎が深く築かれており、コンクリート

塊を含む攪乱層が広がっている。遺構は確認されなかった。

Ｃ２トレンチ（第６図）

遺物がほとんど出士せず、遺構は確認されなかった。

Ｃ３トレンチ（第６図）

高山拘置支所の基礎工事によって攪乱されており、遺構は確認されなかった。

』
Ｈ

｜三二壬左壼薑壼議二量二二壺墨;臺菫露嚢三FIi3
Ｈ１～１１トレンチ

１表土
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３；炎褐色砂質土

４黒褐色砂質土

５赤褐色粘質土

６茶褐色砂質土

７淡褐色砂質土

８灰白色砂質土
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Ｃ２トレンチ

１表土

２赤褐色砂質土

３黒褐色砂質土

４茶褐色砂質土

５灰白色砂質土
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Ｃ３トレンチ

１表土

２黒褐色砂質土（礫まじり）

３黒褐色砂質土

４暗褐色粘質土

５茶褐色砂質土

６灰白色砂質土

トレンチ土層図

１

３

０２ｍ
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第６図

第２節用水池跡（ＳＰＯ１）（第７図）

表土を剥いで行く段階で、雨天の後、Ｄ８グリッドのあたりの承他地点に比べて水はけが悪

く、何か遺構の存在を予想させていた。

形は長方形で周囲に石垣が巡らしてあった。規模は東西4.1ｍ、南北3.4ｍ、深さは現状で

0.7ｍを測る。西端部に－段掘り下げて、いわゆる水溜め場を設けている。この部分は東西

1.6ｍ、南北2.6ｍ、深さ0.2ｍで、池底の約５分の２の面積を占め、南側半分は周囲を横積み

にされた長径約30cmの川原石が巡っていた。

文政1３（1830）年の「出来形掛絵図」には、「用水」と記された方形の池があり、位置的にも



1２第２節用水池跡
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第７図用水池跡（ＳＰＯ1）実測図
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合致する。

池全体の構築方法を見ると、南方は割り石の間知石積糸で、他の三方は川原石の木口積みで

ある。間知石積糸の部分は、表面が丁寧に加工されているが、上部は川原石の木口積糸になっ

ており、後から手が加えられたものかもしれない。現存する石垣の上端は、高山陣屋御役所の

ＯＬ・比が-22.5cmである。

池の西方が低いということと、前述の図より、水の取り入れ口は東辺の南部と推定されたが、

攪乱が激しく不明であった。同じく出水口も北辺、西辺ともに残存状況が悪く確認できなかっ

た。

南壁に２カ所、西壁に１カ所、石垣の石が抜けたような状況の所があった。覆土を除去した

ところ、一辺約15cm四方で、池底から下方に深さ30cm～40cmの竪穴が確認された。壁は石が組

まれており、底部は偏平な石が敷かれた状態になっていた。池を臨む何らかの施設の柱穴の可

能性がある。

出士遺物は陶磁器類、銭貨（寛永通宝）とともに、玩具類が出士している。

第３節竈跡（第８図）

竈跡が３カ所で検出された。いずれも周辺部まで赤く焼けて長く使用された痕跡が認められ

る｡石を円く積糸上げて作ったいわゆる焼成部と､薪などを供給する場所である燃焼部から成っ

ており、両者は炊口で結ばれている。’）

ＳＦＯ１

Ｃ４グリッドで赤く焼けた切り石が円弧状に連なっている所を検出した。文政13年の間取り

図の台所にも竈があり、位置的にも合致する。

周囲が攪乱されているが、南北2.9ｍ、東西2.0ｍを測る。焼成部は切り石が北方に３個円

弧状に位置し、炊口は南である。内径０９ｍのこの焼成部の東側にも焼成部の痕跡がある。二

口竈の可能性もあるが、確認はできなかった。燃焼部は攪乱が激しく周囲の確認は困難である

が、現状では東西2.0ｍ、南北1.7ｍを測る。南西の長さ約80cmの石は竈を構築していたもの

かどうか不明である。江戸時代の竈の発掘例として、東京大学本郷構内法学部７号館・文学部

３号館建設地遺跡のＣ２－１号組石遺構がある。報告書によると、「石組の石材は不整な形のも

のもあったが、ほぼ方形になるようノミもしくはタガネによって整形されていた」とあり、本

遺構と同様の構造であったと思われる。２）

ＳＦＯｌの北東部に最大幅0.8ｍ、長さ2.8ｍの黄色士の固い面を検出した。台所土間のいわ

ゆる三和士（たたき）の痕跡と判断した。台所周辺は、御役所より約30cm低かったことになる



1４第３節竈跡

ようである。

ＳＦＯ２

二口竈で南北2.4ｍ、東西17ｍを測る。炊口は南向きで－段掘り下げてある。燃焼部の周
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第８図竃跡（ＳＦ０１.ＳＦＯ２.ＳＦＯ３）実測図
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囲は川原石が横積糸になっている。焼成部の構築方法はＳＦＯｌと異なり、大きめの川原石の偏

平の面を内側に向けて三方に揃え、その上にさらに川原石を積糸上げている。さらに底部には

平行に東西に段が作られている｡遺構内に多くの石が埋まっていた｡上部の石組承の一部であっ

たと思われる。その中に、円弧状に整形された部分を有する石が２個見つかった。第９図の，

は西側の、２は東側の焼成部から見つかったものであり、竈の上面で羽釜等をかげる部分であっ

たと思われる。江戸時代の竈の調査例として、旧太田宿脇本陣林家住宅のものがあるが、報告

書によると、「中塗取外し」段階で同様の石組糸が見られる3)。燃焼部は、東西１．７ｍ、南北

1.2ｍを測る。

この竈は、文化13年の絵図に見られる竈の可能性が強い。

１

２

020ｃｍ
缶－－-’

第９図ＳＦ（ＳＦＯ2出土の整形された石

ＳＦＯ３

大きく攪乱されており、残存状況は悪い。東西1.8ｍ、南北１２ｍを測り、炊口は西である。

後述のＳＺＯｌが築かれた時に壊されている。焼成部は内径約0.6ｍで偏平な石を円弧状に積ゑ

上げてできており、底部は偏平な石が敷いてある。二口竈であったかどうかは不明であるが、

ＳＦＯｌも同様であるが、北側に補助的な竈があったのかもしれない。

文化・文政の各間取り図に該当する竈はなく、それ以前のものと考えられる。

いしむろ

第４節地下式石室跡（ＳＺＯ１）（第10図）

東西2.6ｍ、南北1.9ｍ深さは現状で1.4ｍを測る。西南隅に、東西70cm、南北60cm、高さ

20cmの段が残存しており、階段が設けられていたと推定される。また、南西方向に石列が少し

延びているので、やはり出入り口はこの方向であったと思われる。周囲の壁は川原石を木口積

みし粘土で目詰めしている。

ここnF
〆



1６第４節地下式石室跡
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第10図地下式石室跡（ＳＺＯ１）実測図
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底部に「八十五」と墨書された陶器の甕が出士している。台所に伴う施設と予想され、食料

等の保管などを行った、いわゆる室（むろ）の－種と判断した。文政13年の「出来形掛絵図」

に重ね合わせると、「臺所板ノ間」の南西部、棚と板廊下の下あたりに位置するようである。

第５節溝跡（第１１図）

ＳＤＯ１

ＳＰＯｌの北西に、幅45cmの間隔で石列が南東から北西方向に３ｍの長さにわたって配置さ

れ、これは用水池からの排水路の可能性もあるが、池との関係は明確にできかつた。

ＳＤＯ２

川原石が東西方向に5.3ｍ並び東端で南に折れて16ｍ並んでいる。反対側の石は確認でき

なかったが、溝跡と推定される。文政13年の「出来形掛絵図」でも、郡代役宅南西部に屈曲す
Ｎ

土
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1８第５節溝跡

る溝があり、位置的にも合うようである。御役所のＧＬ比は-25.5cmである。

ＳＤＯ３

Ｄ５区で南北方向に長さ２．１ｍの石列があり、その西側45cmの所に石列の痕跡があったので、

溝跡と推定した。

第６節井戸跡（ＳＥＯ１）（第12図）

川原石を木口積糸にし、内径55cmを測り、深さは不明（ただし１ｍ埋士は排除した）で、や

や袋状に下に行くほど広がっている。遺構の破壊を避けるため断ち割り調査は行わなかった。

掘り方は、直径1.5ｍ～1.6ｍの不整円形を呈している。廃棄時期は埋められていた瓦礫より

大正年間と推定される。文政13年の「出来形掛絵図」では台所の土間の中に位置する。

Ｆ５グリッドのあたりは、文政１３年の「出来形掛絵図」より井戸跡の存在が期待されたが、

確認できなかった。

第７節建物跡（ＳＢＯ１）（第12図）

ＳＤＯ２の北側に平坦な石が３個直線的に並んでおり、礎石の可能性がある。中心間の距離

は西が約90cm、東が約180cmである。他には礎石と考えられる石はなかった。「出来形掛絵図」

では、「御茶之間」南側の縁側のあたりに位置する。御役所のＧＬ・比は-22.5cmである。

第８節その他

性格不明の石組承（ＳＸＯｌ）（第12図）

東西0.9ｍ、南北0.6ｍ、深さは現状で0.4ｍを測る。川原石が二段から四段横積糸されて

いるのが確認された。池の南に位置するが、用途などは不明である。

註１）「焼成部」．「燃焼部」という名.称は仮称である。

２）東京大学遺跡調査室『東京大学本郷構内の遺跡法学部７号館・文学部３号館建設地遺跡」１９９０

３）文化財建造物保存技術協会「重要文化財太田脇本陣林家住宅修理工事報告書』1985
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第12図井戸跡（ＳＥＯ１）・建物跡（ＳＢＯ１・）性格不明の石組み（ＳＸＯ1）実測図



2０第１節陶磁器類

第４章

竺退

物

遺物の主体は江戸時代後半期から明治以降のものである。以下、陶磁器類、玩具類、金属製

品、銭貨類、石製品、その他の順に記述する。

第１節陶磁器類

遺構内から出士したものとそうでないものに分けて記述する。

ＳＰＯ１（第13～15図）

ｌ～７は磁器の碗類。口径5.4cm～8.4cmの小型のものばかりである。ｌ～４は染付の端反

り碗である。１は「赤壁賦」を主文様とし、「大明宣徳年製」の底裏銘がある。５は高台脇から

九糸をもってやや開き気味に立ち上がっている。６は色絵で、高台脇から丸孜をもって胴部で

内湾し口縁部は開いている。焼継ぎがなされている。７は胴部下方は九糸を帯び、上方はほぼ

直立している。１．２．４．５．６．８．１０は肥前系、３．７は瀬戸・美濃系である。８は磁

器の蓋物である。９．１０は器形がよくわからないが、御神酒徳利の類であろう。１１は白磁のい

わゆる紅mである。８は18世紀代、４．６は19世紀代のものである。

１２以下は陶器・土器である。１２は生焼けの小碗である。胴部下方は丸みを帯び、上方は直立

している。１３は鉄釉の徳利の口頚部である。１４はいわゆる糸目士瓶の蓋である。笠部に対して

直立したかえりを有し、笠部中央に宝珠形のつまみがある。同種のものはほぼ同様の形態であ

る。長方形の押捺印がある。15.16は在地系の小Ⅲ。腰部より直線的に開いており、腰部より

底部にへう削り調整が行われている。内面のみ釉がかかっている。いわゆる手塩皿と推測され

る。１７．１８は受付灯明m・腰部より直線的に開いている。内面に桟が設けてあり、１７では１カ

所切られた所があり、18では1カ所穿孔されている。腰部より底部lこへラ削り調整が行われて

いる。１９は高台脇から垂直に立ち上がる筒型碗。「菊割花つなぎ｣文様のいわゆる太白煎茶碗で

ある。１９世紀前半のものであろう。２０は植木鉢。腰部から九糸をもって立ち上がり、口縁が折

縁になっている。底部中央が穿孔されており、三足がついている。２１は汁次。２２は土鍋。鉄釉

が施され底部は偏平になっている。２３はいわゆる青土瓶の胴部。注口・把手および底部は欠損

している。

２４～27は万古系の急須で、２４は蓋、２５は胴部から底部、２６は注口、２７は把手である。２４は落

し蓋状で、笠部およびつまみは指押さえで成形されている。笠部に１カ所穿孔があり、縁辺に

弧状の沈線が巡らされている。２５の肩部にも24と同様の沈線が巡らされている。２５．２６．２７は
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接合不能のため形状は明らかにできない。なお、２５は胴部と底部を図上で接合復元したもので

ある。

２８～30は土師質ｍｏ２８は平底で外面はミガキ調整されている。２９．３０は手握ねである。

ＳＦＯ１（第16図31～33）

３１は瀬戸･美濃系の磁器碗。腰部から丸みをもって上方は直線的に立ち上がる。文様は九文。

32は受付灯明m・腰部より直線的に開いている。腰部より底部lこへラ削り調整が行われている。

二Ｚ。 蓮
⑬⑬

２

１

Ｉ弐胃 ４
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第13図ＳＰＯ1出土陶磁器類
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第15図ＳＰＯ1出土陶磁器類(3)

内面の桟に１カ所切り込糸がある。３３は土瓶の底部と思われる。底には煤が付着している。

ＳＦＯ３（第16図34）

３４は瀬戸・美濃系の磁器。広東碗の底部と推定される。幕末のものであろう。

ＳＺＯ１（第16図35～38）

瀬戸・美濃系の甕・胴部が湾曲し口縁は折縁となっており、肩部に沈線が１０条巡っている。

底裏に「八十五」と墨書されている。３６は瀬戸・美濃系の磁器の端反り碗。３７は磁器の小杯。

高台脇から九糸をもって開いている。３８はかわらけ。底部は欠損している。口縁部に煤が付着

している。

ＳＥＯ１（第16図39）

３９は瀬戸・美濃系陶器のいわゆる拳骨茶碗の破片である。

ＳＸＯ１（第16図40～42）

４０は瀬戸･美濃系の磁器碗。高台脇から九糸をもって開いている。色調は31とよく似ている。

18世紀後半のものであろう。４１は瀬戸・美濃系の磁器碗の口縁部の破片で、端反りである。４２

は高台脇から垂直に立ち上がる碗。鉄釉が施されている。



2４第１節陶磁器類

…,

劇 Eヨー凹三／三二≦７鯵 3２

3４

3１

Ｌ－－ﾐク
3３

理フ
３７

三
両（□了ｒで~三万1画に＝蚕三■し 守ユミ

善鐵

／
3８

乳型
３９

’
3５

鰯

4１

10ｍ０

第16図各遺構出土陶磁器類

遺構外出土の陶磁器類（第17～23図）

形状が比較的わかるものを掲載した。４３～73が磁器類、７４～118が陶器及び士器類である。

４３～50は碗類。４５～50は丸碗。いずれも高台脇から九糸をもって開いているが、４８は腰部で

やや屈曲している。４５は半円重ねの文様を描き、口縁内面は四方檸文を巡らしている。４６は矢
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筈文を、４７は草花文を描いている。４８は見込みに「年造」と記されているが、右半分が欠落し

ている。４９は草花文を描き、見込みに「寿」が描かれている。５０は小碗である。上絵付けがさ

れていたようであるが確認できない。４５．４６．４７．５０は肥前系、４３．４４．４８．４９は瀬戸・美濃

系と思われる。いずれも１９世紀前半のものと思われる。

５１～59はⅢ類。５１～55は腰部が九糸をもって口縁が直線的ないわゆる丸皿。５３は腰部がやや

直線的に開いている。５４．５５は蛇ノ目凹形高台である。５１は蛸唐草を主文様とし、見込承五弁

花を描いている。底部にハリ支えの痕跡がある。底裏銘として「化年」の文字がある。「大明成

化年製」の２行６字銘の一部と推測される。５３も同様に「化年」の文字がある。５４は舟？、５５

は山水家屋図？が描かれている。５６～58は口縁端部が花弁状に切り込まれた、いわゆる菊mo

56は蛸唐草文、５７は舟、５８は山水家屋図を描いている。なお57の口縁端部は、鉄銃を塗ったい

わゆる口紅装飾が施されている。５９は角Ⅲの一部である。いずれも肥前系で、58.59は19世紀、

５２．５６は18世紀代、５１は18世紀前半のものと考えられる。

６０は段重。６１．６２は器種不明であるが、蓋物と思われる。６３．６４は蓮華である。６５～68は蓋

類。６５．６７．６８はかえりがついている。６６は壌烙文が描かれている。６９は油壺、７０は徳利、７１

は神酒徳利と推定される。いずれも草花文である。７２は仏飯器の一部である。７３は灯明の芯押

さえと思われる。透かし彫りで花弁が描かれている。６０．６２．６３．６４．７３は肥前系で19世紀の

もの、６９．７１．７２は同じく肥前系で18世紀代のものであろう。

７４～79は碗類。７４．７５は胴部下方は九糸を帯び、上方はほぼ直立する筒形型碗。７７は高台脇

から胴部、口縁部にかげて丸みをもって開く丸碗。底裏に「監」と記されている。監獄の監で

あろうか。７８は胴部下方が丸糸を帯び、上方にかげて内湾する丸碗。７６は丸碗であるが口縁部

が折れ縁となっている。見込糸に「寿」の文字が書かれている。７９は拳骨茶碗である口縁部の

破片であるため、全体の形やくぼ糸の数などは判断できない。

８０は高台の付く九m。８１．８２は小Ⅲで、ケズリ調整がなされている。なお、８０．８１の胎質は

妬器質である。８３は宝珠つまゑを持ちかえりのついた蓋で、８４は83を受ける鉢である。８５は輪

高台で九糸をもって立ち上がり玉縁状の口縁となる握鉢。

８６～95は蓋類。８６．８７はつまみのない笠部の糸の蓋で、８６は八角形を呈すると思われる。８８

は環状のつまみがついた蓋。８９は落し蓋で、糸切りの平底で、腰部が九糸を帯びて垂直に立ち

上がり、口縁が折縁で、内面底につまみがつく。９０～95は士瓶の蓋で１４とほぼ同様の形状を示

す。９４は笠部が三角形状を呈している。９５以外は鉄釉である。９０～93は美濃のいわゆる松皮士

瓶で、９４は同じく糸目土瓶である。

９６～98は士瓶の注口で、97.98は松皮士瓶のものである。９９は行平の把手。100は灰釉の餌入

れで環状の把手がつく。１０１は底部より九糸をもって開いた小型の碗を呈した鉄釉の餌入れで、

把手の有無･形状は不明である。102は士鍋で、鉄釉が施され紐状の耳がつく。103～105は鉄釉
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の士瓶で、103は糸目土瓶、１０４．１０５は松皮士瓶である。１０６．１０７は土瓶の底部である。

108～110はひょうそく。108.109は鉄釉､110は灰釉が施されている｡美濃製であろう。１１１～114

は士師質のもの。１１１は蓋で、笠部に花弁が刻まれている。112は煤が付着しており灯明Ⅲと考

えられる。１１３．１１４は糸切り底のmである。

115～118は摺鉢。115は口縁下で若干くびれている。116～117は底部。118以外は瀬戸・美濃

系と思われる。摺目は116は10条、117は14条、118は７条で、115は確認できない。

墨書のあるもの（第23図１１９．１２０）

119は器種不明の磁器の底部で、「吉本」と思われる。

字が書いてあるが、その前の字は判読できない。

120はかわらけの一部で「痕」という

。
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3０第２節玩具類

須恵器（第23図121）

近世以前の遺物として、須恵器の破片１片を確認した。甕の肩部である。

第２節玩具類（第24図）

土製の人形類（ｌ～３）およびミニチュアを含む士製模造品（４～８）を玩具類とした。

ｌは恵比寿像。左脇に鯛を抱えている。型合わせの前面上半身のみである。２は武人像で、

大きく欠損している。３は恵比寿像。表面の磨耗が激しい。やはり前面の承である。１のみ胎

士が白色である。
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第21図遺構外出土陶磁器類(5)
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４は模造貨幣で「文政南錬二朱銀」を模したものである。５は角盆と推定している。６は硯

で、長方形の硯面は黒く塗られている。７．８は算盤で、８は一部欠損している。

第３節金属製品

煙管（第25図１ 3）

１．２は雁首。２は火Ⅲの部分が欠損しており、羅宇とつながる部分がつぶれている。３は

吸い口で合わせ目が確認できる。 陣
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3４第５節石製品

切羽（第25図４）

銅製のいわゆる鍔止めである。

釘（第25図５）

いわゆる頭巻きの角釘である。
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第25図金属製品

第４節銭貨類（第26図）

銭貨は８点出土したが、すべて「寛永通宝」である。寛永通宝は「古寛永」と「新寛永」に

大別されるが、１．２が古寛永で３～７が新寛永である。８は腐食が激しく細部が観察できな

いが、寛永通宝と思われる。

第５節石製品

硯（第27図１．２）

１．２とも長方硯である。１は比較的小型のもので、墨堂（墨をする部分、丘、陸）の中央

がやや窪んでいる。また、朱墨がごくわずか付着している。２は裏面に方形に区画されたいわ
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ゆる覆手があるが、銘文などはない。

石臼（第27図３）

約４分の1の破片である。かなり磨耗している。
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3６第６節その他

第６節その他（第28図）

Ｆ８グリッドの攪乱層から、縦20cm、横20cm、高さ30cmの石柱状の石が見つかった。表面を

平滑に調整してあり、文字が刻まれていた。ｌはその拓影である。「高山」と横に書かれ、縦に

「土工」と書かれているようである。まだ下に続いていたようであるが、欠損している。

２は一辺約18cmの切り石で幅1.5cm深さ17cmのほぞが切ってある。Ｅ９グリッド、ＳＰＯｌ

の南西部から承つかったもので、用水池あるいは溝に関係のあるものかもしれないが、詳細は

不明である。
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第28図その他の遺物
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第５章まとめ

今回の発掘調査は、史跡高山陣屋跡の第３次復旧整備事業に向けての遺構確認をねらいとし

たものであった。江戸時代の郡代役宅の跡は、明治以降も連続的に破壊・整地・建築を繰り返

しており、残念ながら遺構・遺物の検出状況は良好ではなかったが、それでも、いくつかの興

味深い遺構や、江戸時代の生活をしのばせる遺物も見つかった。

近年、東京を中心に江戸時代の遺跡の発掘調査が多くなり、今まではそれほど研究が進んで

いなかった近世考古学が脚光を浴びてきている。本遺跡の発掘調査もそういった意味で意義の

あるものと言えよう。

江戸時代の高山陣屋の建物の変遷を承ると、大きく次の５期に分けることができる。

１期金森下屋敷の時期

Ⅱ期高山陣屋設置以後の時期

Ⅲ期享保１０年の改築以後の時期

Ⅳ期文化13年の改築以後の時期

Ｖ期文政13年の改築以後の時期

１期は、下屋敷の建立が金森第３代重頼の時とすると、元和元（1615）年以降となる。飛騨

が天領となったのは元禄５（1692）年であるが、金森下屋敷を代官所とし、高山陣屋と称した

のは元禄８（1695）年のことであるので、これ以後がⅡ期である。ただし、この時改造するこ

となく利用したようなので、１期と11期においては建物は基本的には変わっていない。この時

期の建物については形態・規模などがわかっていない。今回の発掘調査でも、確実に１．１１期

にまで遡る遺構は検出できなかった。

Ⅲ期は享保1０（1725）年の改築以後であるが、やはり建物配置などは不明である。今回の発

掘調査では、竈跡が３基検出された。作り付けの竈が同時に複数の場所にあったとは考えにく

い。後述するように、ＳＦＯｌがＶ期、ＳＦＯ２が1V期のものとすると、ＳＦＯ３がⅢ期のものに

なる可能性がある。

１V期は文化1３（1816）年の改築以後である。絵図が残っており、ＳＦＯ２が位置的に合致する

ようである。ただし、この時の改築では、郡代役宅の座敷・勝手廻りの建て替えは延期されて

いる。従って、調査地点のあたりのⅢ期から1V期にかけての詳細な変遷は不明であるが、ＳＦ

Ｏ２がⅢ期から1V期にかけてのもので、ＳＦＯ３が１期から11期にかけてのものになる可能性も

ある。

Ｖ期は文政1３（1830）年の改築以後である。たびたび引用した文政１３年の「出来形掛絵図」

は当時の建物の様子を伝える貴重な資料である。単純に比較することはできないが、Ｖ期の遺
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構として、ＳＰＯＬＳＦＯ１・ＳＺＯｌ・ＳＤＯ２・・ＳＢＯｌをあげることができる。

出土遺物に関しては、近現代のものを多く含んだ状態で攪乱層から出土しているため、細か

い分析が困難である。そういう中で、陶磁器類の中には、肥前系の磁器類などで前述の１１．１１１

期にまで確実に遡るものも散見できる点、あるいは、ＳＺＯｌから出土した甕は底部に｢八十五」

という墨書があり、郡代役宅での家財道具管理の様子の一端を窺い知ることができる点など、

興味深いものも多く見つかった。

東京では江戸時代の藩邸などの発掘調査例が増加しているが､本遺跡の出士遺物に関しても、

陶磁器類・玩具類・金属製品などの内容は、概ね同様のものと言うことができよう。

今回の発掘調査では、遺構に関しても、遺物に関しても、面としての広がりの中でとらえる

ことはできず、点としてしか把握できなかったのは残念であった。しかし、飛騨地方の政治の

中心地であった高山陣屋の歴史を研究して行く上で、貴重な資料を提供することができたので

はないかと思う。

参考文献

愛知県埋蔵文化財センター『名古屋城二の丸遺跡（ＩＤ」1990

大橋康二『肥前陶磁j1989

岡山県古代吉備文化財センター『岡山城二の丸跡ｊｌ９９１

各務義章『高山陣屋ｊｌ９８６

岐阜県教育委員会「史跡高山陣屋跡修理及び環境整備工事報告書」１９７４
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東京都教育委員会・朝日新聞社「お江戸八百八町東京の遺跡展ｊｌ９９１
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楢崎彰一他「日本やきもの集成３瀬戸美濃飛騨ｊｌ９８０

藤本強『埋もれた江戸ｊｌ９９０

文化財建造物保存技術協会『重要文化財旧太田脇本陣林家住宅修理工事報告書』１９８５
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遺物観察表

［二
挿図番号 図版 遺構・地区 種別 器種 口径・底径・高さ 備考

1３－１ 7-1 ＳＰＯ１ 磁器 碗 6．６．３．４．４．１ 染付赤壁賦文肥前系

２ 7-3 〃 〃 〃 7．０．３．２．５．０ 〃〃

３ 〃 〃 〃 〃 8．４．４．６．４．５ 〃 瀬戸・美濃系

４ 〃 〃 〃 〃 6．６．２．６．３．８ 〃 肥前系ｌ９Ｃ

５ 7-1 〃 〃 〃 6．６．３．２．４．８ 〃〃

６ 〃 〃 〃 〃 5．４．３．０．３．９ 色絵焼き継ぎ〃ｌ９Ｃ

７ 〃 〃 〃 〃 6．６．３．６．４．８ 染付瀬戸・美濃系

８ 7-2 〃 〃 蓋物 1７．０．６．２．９．３ 〃 肥前系ｌ８Ｃ

９ 7-3 〃 〃 －．３．０．－ 〃

1０ 〃 〃 〃 〃 1．８．－．－ 〃 肥前系

1１ 〃 〃 〃 紅Ⅲ 4．４．１．２．１．５ 白磁

14-12 8-1 〃 陶器 碗 6．６．３．２．４．９

1３ 〃 〃 油徳利 2.0.－．－ 鉄釉

1４ 7-3 〃 〃 蓋 6．４．－．１．９ 〃 糸目士瓶美濃ｌ９Ｃ

1５ 8-2 〃 〃 小皿 6．２．２．１．１．６ 在地系

1６ 〃 〃 〃 〃 6．８．２．４．１．４ 〃

1７ 〃 〃 〃 灯明Ⅲ 6．８．２．８．１．４ 瀬戸・美濃系

1８ 〃 〃 〃 〃 7．４．３．４．１．３

1９ 8-1 〃 〃 筒形碗 1．８．３．８．５．８ 太白焼

2０ 8-3 〃 〃 植木鉢 1１．６．７．２．７．４

2１ 〃 〃 〃 汁次 ７．４．８．０．９．２

2２ 8-4 〃 〃 士鍋 1５．６．５．０．－ 鉄釉

2３ 7-3 〃 〃 土瓶 －●－● 青士瓶

15-24 〃 〃 〃 蓋 ５．８゜－．１．８ 万古系

2５ 〃 〃 〃 急須 ６．２．６．８．６．８ 〃

2６ 〃 〃 〃 〃 －●－● 〃注口

2７ 〃 〃 〃 〃 －●－● 〃 把手

2８ 8-5 〃 士器 Ⅲ 1０．２．－．１．４

2９ 〃 〃 〃 〃 ９．４．－．１．７

3０ 〃 〃 〃 〃 1０．０．－．１．６

16-31 9-1 ＳＦＯｌ 磁器 碗 ８．０．３．０．４．８

3２ 〃 〃 陶器 灯明Ⅲ ９．８．３．４．１．８

3３ 〃 〃 〃 士瓶 －．７．４．－ 底部

3４ 〃 ＳＦＯ３ 磁器 不明 －．６．６．－
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ＳＺ

bＥＯ

ＳＸＯ

Ｄ７

Ｄ５

Ｄ９

Ｃ７

挿図番号 図版 遺構・地区 種別 器種 口径・底径・高さ 備考

16-35 9-2.3 ＳＺＯ１ 陶器 甕 1６．４．１１．０．１４．９ 底部に墨書「八十五」

3６ 9-1 〃 磁器 碗 ９．０．３．４．４．８

3７ 〃 〃 〃 小杯 ４．８．１．６．２．３ 染付

3８ 〃 〃 士器 Ⅲ ８．６．－．－

3９ 〃 ＳＥＯｌ 陶器 碗 －●－● 拳骨茶碗鉄釉

4０ 〃 ＳＸＯ１ 磁器 〃 1０．０．４．０．４．７ 染付

4１ 〃 〃 〃 〃 9．８．－．－ 〃

4２ 〃 陶器 〃 ８．６．５．２．６．１ 鉄釉

17-43 １０－１ Ｅ８ 磁器 〃 ９．８．３．４．５．５ 染付瀬戸･美濃系１９Ｃ前半

4４ 〃 Ｃ４ 〃 〃 7．８．３．２．４．７ 〃〃〃

4５ 1１－１ Ｅ６ 〃 〃 1０．３．３．６．５．４ 〃 肥前系l9C

4６ 〃 Ｅ８ 〃 〃 1０．０．３．８．４．９ 〃〃〃

4７ 10-1 Ｅ６ 〃 〃 1０．２．３．７．５．７ 〃

4８ 〃 Ｅ４ 〃 〃 1０．４．３．８．５．８ 〃 瀬戸･美濃系ｌ９Ｃ前半

4９ 〃 Ｄ５ 〃 〃 1０．８．４．０．５．４ 〃〃〃

5０ 〃 Ｆ５ 〃 小杯 7．０．２．４．２．８

5１ 11-45 Ｃ４ 〃 Ⅲ －．１１．２．－ 染付肥前系１８Ｃ前半

5２ 10-1 Ｄ９ 〃 〃 1０．０．６．４．２．０ 〃〃 ｌ８Ｃ

5３ 〃 Ｄ４ 〃 〃 －．６．４．－ 〃

18-54 〃 Ｄ７ 〃 〃 1４．４．８．４．３．６ 〃

5５ 〃 Ｄ５ 〃 〃 －．７．６．－ 〃

5６ 〃 Ｃ４ 〃 〃 ９．８．６．２．２．３ 〃 菊Ⅲ肥前系１８Ｃ

5７ 〃 〃 〃 〃 1２．０．５．４．２．８ 〃〃

5８ 1１－２ Ｃ５ 〃 〃 1３．４．５．８．３．７ 〃〃

5９ 1０－１ Ｆ４ 〃 角、 －．－．４．２ 〃

6０ 1０－２ Ｅ５ 〃 段重 7．４．３．６．３．１ 〃

6１ Ｄ４ 〃 不明 －．３．８．－ 〃

6２ 1０－２ Ｄ９ 〃 〃 －．４．４．－ 〃 肥前系l9C

6３ 1１－３ Ｆ５ 〃 蓮華 －●－● 〃〃〃

6４ 〃 Ｄ５ 〃 〃 －●－● 〃〃〃

19-65 1０－２ Ｃ５ 〃 蓋 9.8゜－．２．８ 〃

6６ 〃 Ｅ８ 〃 〃 1０．２．－．３．０ 〃

6７ 〃 Ｄ９ 〃 〃 9.0゜－゜－ 〃

6８ 〃 Ｂ３ 〃 〃 1３．２．－．－ 〃

6９ 〃 Ｃ７ 〃 油壷 －．５．４．－ 〃 肥前系ｌ８Ｃ
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Ｅｌ（

挿図番号 図版 遺構・地区 種別 器種 口径・底径・高さ 備考

19-70 1０－２ 不明 磁器 徳利 ７．０．５．０．－ 染付

7１ 〃 Ｅ５ 〃 －．３．６．－ 〃 肥前系ｌ８Ｃ

7２ 〃 Ｃ８ 〃 仏飯器 ５．２．－．－ 〃〃〃

7３ 11-3 Ｃ４ 〃 芯押え ３．５．－．４．２ 〃 ｌ９Ｃ

20-74 12-1 Ｅ６ 陶器 碗 ９．４．４．２．５．４

7５ ＥｌＯ 〃 〃 1１．６．３．９．５．３

7６ １３－１ Ａ３ 〃 〃 －．５．０．－

7７ 12-1 Ｄ６ 〃 〃 1１．０．４．０．５．６

7８ 〃 Ｄ４ 〃 〃 ９．６．３．２．５．６

7９ 〃 Ｃ８ 〃 〃 ９．２．－゜－ 拳骨茶碗

8０ 〃 Ｅ６ 〃 Ⅲ 1４．５．８．４．３．１

8１ 〃 Ｄ５ 〃 〃 ８．２．２．２．１．６

8２ 〃 Ｄ７ 〃 〃 ９．２．３．０．１．７

8３ 13-2 Ｃ９ 〃 鉢 1３．６．５．２．７．１

8４ 〃 〃 〃 蓋 1７．２．－．３．６

8５ 13-3 Ｂ７ 〃 鉢 １７．０．７．０．７．４

21-86 12-1 Ｄ８ 〃 蓋 ６．４．－．１．３

8７ 〃 Ｅ６ 〃 〃 ８．０．－．１．７

8８ 〃 Ｅ７ 〃 〃 1５．６．－．２．４

8９ 〃 Ｅ６ 〃 〃 ８．８゜－．１．５ 落し蓋

9０ 12-2 〃 〃 〃 ８．６．－．２．２ 松皮士瓶

9１ 〃 Ｅ１９ 〃 〃 ８．６．－．２．７ 〃

9２ 〃 Ｆ６ 〃 〃 ７．８．－．２．５ 〃

9３ 〃 Ｄ８ 〃 〃 ８．０．－．２．１ 〃

9４ 〃 Ｆ４ 〃 〃 ７．６．－．２．３ 糸目士瓶

9５ 〃 〃 〃 〃 ７．０゜－．２．１ 士瓶

22-96 〃 Ｅ９ 〃 ±瓶 －●－● 注口

9７ 〃 Ｃ７ 〃 〃 －●－● 松皮士瓶注口

9８ 〃 Ｆ５ 〃 〃 －●－● 〃〃

9９ Ｃ３ 〃 行平 －●－● 把手

100 13-4 Ｅ４ 〃 餌猪口 ４．４．４．０．２．４ 灰釉

1０１ 〃 Ｄ５ 〃 〃９ ６．４．３．２．３．１ 鉄釉

102 14-1 Ｅ５ 〃 土鍋 1６．４．－．－ 〃

103 13-5 Ｅ６ 〃 士瓶 1３．８．－．－ 糸目土瓶

104 12-2 Ｅ１０ 〃 〃 １５．６。－．－ 松皮士瓶
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Ｃ８

Ｃ７

Ｄ９

挿図番号 図版 遺構・地区 種別 器種 口径・底径・高さ 備考

1０５ 12-2 Ｅ６ 陶器 士瓶 －●－● 松皮土瓶

1０６ 〃 Ｃ６ 〃 〃 －．８．６．－ 底部

107 〃 Ｃ４ 〃 〃 －．７．６．－ 〃

23-108 13-6 Ｅ５ 〃 ひょうそく 6．６．４．０．５．１ 鉄釉美濃

1０９ 〃 Ｆ３ 〃 〃 －．３．８．－

110 〃 Ｃ８ 〃 〃 －．３．４゜－

１１１ 14-1 Ｅ７ 士器 蓋 2．８．－．１．１

112 〃 Ｃ７ 陶器 灯明Ⅲ 1０．６．４．８．１．９

113 〃 Ｆ５ 土器 、 8．６．４．０．２．４

114 〃 Ｅ７ 〃 〃 1０．６．４．６．２．６

115 〃 Ｄ８ 陶器 糯鉢 －●－●

116 〃 〃 〃 〃 －●－●

117 〃 Ｆ５ 〃 〃 －●－●

118 〃 不明 〃 〃 －．８．８．－

119 14-2 Ｃ６ 磁器 碗 －．５．６．－ 墨書「吉本？」

120 〃 Ｅ６ 土器 Ⅲ －●－● 墨書「痕」

121 14-1 Ｄ９ 須恵器 甕 －●－●



第５章まとめ４３

玩具類

Ｄ８

ＳＰＯ

ＳＰＯ

銭貨

ＳＰＯ

Ｂｌ

Ｃ４

Ｂ９

ＳＰＯ

金属製品

Ｆ５

Ｄ５

ＳＰＯ

石製品

ＳＦＯ

Ｆ５

挿図番号 図版 遺構・地区 種別 法量 備考

１ 15-1 Ｄ８ 人形（恵比寿像） 現在高5.6最大幅4.9 前面上半身のみ

２ 〃 ＳＰＯ１ 〃 (武人像） 現在高4.4最大幅3.9 大きく欠損

３ 〃 Ｆ５ 〃 (恵比寿像） 高さ３．８最大幅2.2 前面のみ

４ 〃 ＳＰＯｌ 士製模造品（貨幣） 縦2.2横1.4厚さ０．２ 文政南錬二朱銀

５ 〃 〃 〃 (角盆？） 縦1.7横１．７厚さ０２

６ 〃 〃 〃 (硯） 縦2.3横1.0厚さ０２

７ 〃 〃 〃 (算盤） 縦0.9横2.3厚さ０．３

８ 〃 （〃）〃 縦１０横１７厚さ０．２ －部欠損

挿図番号 図版 遺構・地区 銭銘 銭径（c､） 孔径（c､） 備考

1 15-3 Ｅ５ 寛永通宝 ２．３ ０．６ 古寛永

２ 〃 ＳＰＯ１ 〃 ２．４ ０．６ 〃

３ 〃 Ｂ１ 〃 ２．２ ０．７ 新寛永

４ 〃 Ｃ４ 〃 ２．２ ０．６ 〃

５ 〃 Ｂ９ 〃 ２．２ ０．６ 〃

６ 〃 Ｅ６ 〃 ２．２ ０．７ 〃

７ 〃 ＳＰＯ１ 〃 ２．３ ０．６ 〃

８ 〃 Ｅ６ 〃？ ２．２ ０．６ 腐食が激しく判読不能

挿図番号 図版 遺構・地区 種別 法量（c､） 備考

１ 15-2 Ｆ５ 煙管（雁首） 全長４．３火Ⅲ径1.0

２ 〃 Ｆ５ 〃 全長５．３ 火Ⅲ部欠損

３ 〃 Ｄ５ 煙管（吸口） 全長４．６最大幅１．０

４ 〃 ＳＰＯ１ 切羽 長径3.9短径2.1厚さ０．１

５ 〃 ＳＦＯ２ 釘（頭巻釘） 全長5.1

挿図番号 図版 遺構・地区 種別 法量（c､） 備考

１ 16-1 Ｃ５ 硯 長さ９．０幅3.2高さ０．７

２ 〃 ＳＦＯｌ 〃 長さ12.0幅６０高さ1.8

３ 16-2 Ｆ５ 石臼 最大幅20.0高さ10.0



4５
図
版
１

1．発掘調査前全景２．高山陣屋跡調査区全景
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1．Ｈ１～１１トレンチ２．作業風景３．Ｃ２トレンチ４．Ｃ３トレンチ
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図
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1．用水池跡（ＳＰＯ1）２．ＳＰＯ１南壁３．竈跡（ＳＦＯ1）
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図
版
４

1．竈跡（ＳＦＯ2）２．竈跡（ＳＦＯ3）３．４．ＳＦＯ2出土の整形された石
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図
版
５

1．地下式石室跡２．溝跡（ＳＤＯ１）３．溝跡（ＳＤＯ３）
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図
版
６

1．井戸跡（ＳＥＯ１）２．調査区南部３．性格不明の石組み（ＳＸＯ1）



5１

図
版
７

1

田上基鐸

２

鍵篭
Ｐｉ岳

鴬～爵一趨

蝋illUI1i1iff
稠
凹
よ

上
等

Ｔ
ｈ

l蝋鱸ｉ

Llii11flliiiilil

轤篝 》》ふい｝｛

鍵

ｕ
ザ
苔
箭
得
母
が
３

３

１．２．３．ＳＰＯ1出土陶磁器類(1)
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1．各遺構出土陶磁器類２．ＳＺＯ１出土の甕３．ＳＺＯ１出土の甕の底部
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１．２．遺構外出土陶磁器類(1)
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1.2．遺構外出土陶磁器類(3)
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1．遺構外出土陶磁器類(5)２．墨書のある陶磁器類
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1．玩具類２．金属製品３．銭貨類
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１．石製品（硯）２．石製品（石臼）３．４． その他の遺物
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